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経営幹部、 役員候補、 コ ア人材による

５ Ｓ 活動の推進

１  ねらい

５Ｓはすべての管理の基本であり、５Ｓを徹底することにより、経営革新を実現することができます。

つまり、生産現場および事務現場（すべての現場）において、すべての管理改善活動のベースである

５Ｓ活動を推進することにより、

（ 1 ） 社員の自主性の向上（自主管理の実施）

（ 2 ） 良好なチームワークづくり

（ 3 ） リーダーのリーダーシップの養成

を実現し、全社員が一丸となっ て、絶えまなく管理改善活動が実施できる組織体質を確立し 、

経営革新を実現することができます。

５Ｓ活動推進のねらいと直接的目的

最大のネラ イ 直接的な目的 終局的なネラ イ
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着実に推進する
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２  定義
（1） 整理「いるものといらないものとに区分して、いらないものを処分する」

（2） 整頓「いるものを所定の置き場にきちんと置き示す」

（3） 清掃「きれいに掃除する」

（4） 清潔「いつ誰が見ても、誰が使っても、不快感を与えないようにきれいにしておく」

（5）  躾 「職場のルールや規律を守る」

企業イ メ ージの向上 管理のレベルアッ プ

能率の向上
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５Ｓ活動の推進

３ ．実施方法、スケジュール

5 S活動事前準備

5 S教育の実施

整理の推進

整頓の推進

清掃の実施

5 Sの定着化

●5 S 委員会の設置
●5 S 推進区の決定
●5 S の目的、 定義の決定
●5 S の PR の道具（ ポスタ ー、 看板など） の製作
●5 S チェ ッ ク リ スト の作成

●5 S 導入教育

●キッ ク オフ 大会

●不要品基準と 不要品伝票の作成

●不要品の摘出

●不要品の処分

●整理基準の作成
●整頓の道具立（ 表示用具など） の作成
●整頓の実施
●事務部門におけるフ ァ イ リ ングの実施

●清掃用具の整備
●一斉大掃除
●清掃ルール、 清掃分担表の作成
●日常清掃の実施

●5 S 月間重点目標の設定
●5 S 月間活動計画の作成
●5 S 点検と 評価・ 定点写真撮影
●5 S コ ンク ールの実施

上記の手順で、 １ 年で推進し ます。 また、 徹底的な実施、 維持、 定着化のためには、
さ ら に１ ～２ 年で推進し ます。

整理「 思い切っ て処分」 整頓「 個人机も ワンベスト 置き」
物置にあった
不要品
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